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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】冷蔵庫や部屋の扉等に使用可能な、光学機器が
搭載される装置の意匠性を高めることができるカバー部
材を提供する。
【解決手段】光学機器を覆うためのカバー部材であって
、第１面と、第１面に対向する第２面とを有する板状の
本体部２０を備える。本体部には、互いに分離された複
数の光透過領域２０Ａ～２０Ｆが形成されている。複数
の光透過領域は、各々、第１面から第２面及び第２面か
ら第１面の少なくとも一方の方向に光を通過させる。装
置の表面部分において、光学機器の露出を防ぎつつ、光
学機器による凹凸を排除でき、意匠性を高めることがで
きる。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　光学機器を覆うためのカバー部材であって、
　第１面と、前記第１面に対向する第２面とを有する板状の本体部
を備え、
　前記本体部には、互いに分離された複数の光透過領域が形成されており、
　前記複数の光透過領域は、各々、前記第１面から前記第２面及び前記第２面から前記第
１面の少なくとも一方の方向に光を通過させる、
カバー部材。
【請求項２】
　前記複数の光透過領域は、少なくとも前記第１面から前記第２面へ光信号が通過する信
号取得領域と、少なくとも前記第２面から前記第１面へ、前記光信号の信号強度を強める
ための照明光が通過する信号補助領域とを含む、
請求項１に記載のカバー部材。
【請求項３】
　前記本体部において前記複数の光透過領域以外の領域に積層される、可視光の通過を遮
蔽する遮蔽膜
をさらに備える、
請求項１又は２に記載のカバー部材。
【請求項４】
　前記本体部の前記第２面側に、前記光透過領域を前記第１面から前記第２面へ通過した
光信号を取得する前記光学機器を配置して使用される、請求項１から３のいずれかに記載
のカバー部材。
【請求項５】
　前記光学機器は、撮影装置を含み、前記撮影装置は、赤外線カメラ、可視光カメラ、及
びサーモグラフィーカメラの少なくとも１つを含む、
請求項４に記載のカバー部材。
【請求項６】
　前記撮影装置は、
　前記光信号を取得し、前記光信号に基づいて映像を生成する撮影部と、
　前記撮影部により取得される前記光信号の信号強度を強めるための照明光を発する光源
と
を有する、
請求項５に記載のカバー部材。
【請求項７】
　前記光学機器は、温度計測装置を含み、前記温度計測装置は、非接触温度センサー及び
サーモグラフィーカメラの少なくとも１つを含む、
請求項４から６のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項８】
　前記光学機器は、赤外線式の測距センサーを含む、
請求項４から７のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項９】
　前記光透過領域において、前記第１面に垂直に入射する波長４μｍの光の透過率が６０
％以上である、
請求項１から８のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項１０】
　前記光透過領域において、前記第１面に垂直に入射する波長４．５μｍの光の透過率が
３０％以上である、
請求項１から９のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項１１】
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　前記本体部の厚みは、２．０ｍｍ以下である、
請求項９又は１０に記載のカバー部材。
【請求項１２】
　前記本体部の厚みは、１．５ｍｍ以下である、
請求項１１に記載のカバー部材。
【請求項１３】
　前記第１面のビッカース硬さが、５５０ｋｇｆ／ｍｍ2以上である、
請求項１から１２のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項１４】
　前記本体部は、化学強化ガラスから構成される、
請求項１から１３のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項１５】
　前記本体部の周縁部に取り付けられ、前記周縁部を保護する樹脂部材
をさらに備える、
請求項１から１４のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項１６】
　冷蔵庫の扉に、前記第２面を前記冷蔵庫の内側に向け、前記第１面を前記冷蔵庫の外側
に向けた状態で取り付けられる、請求項１から１５のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項１７】
　前記複数の光透過領域は、少なくとも前記第２面から前記第１面へ可視光が通過する、
前記冷蔵庫の外側から前記冷蔵庫の内側を目視で確認するための確認領域を含む、
請求項１６に記載のカバー部材。
【請求項１８】
　部屋の扉に、前記第２面を室内側に向け、前記第１面を室外側に向けた状態で取り付け
られる、請求項１から１５のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項１９】
　前記光透過領域の曇りを防止する防曇部材
をさらに備える、
請求項１６から１８のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項２０】
　前記防曇部材は、前記本体部の前記第２面側に配置される、請求項１９に記載のカバー
部材。
【請求項２１】
　前記本体部の前記第２面側に配置されるタッチパネル
をさらに備える、
請求項１から２０のいずれかに記載のカバー部材。
【請求項２２】
　請求項１から３、９から１５及び２１のいずれかに記載のカバー部材と、
　前記本体部の前記第２面側に配置され、前記光透過領域を前記第１面から前記第２面へ
通過した光信号を取得する前記光学機器と、
　開口を開閉する扉と、
　前記開口に対し前記扉をロック及びロック解除可能に構成されるロック機構と、
　前記光学機器により取得された前記光信号に基づき、前記ユーザーの認証に成功した場
合には、前記ロック機構に前記扉のロックを解除させる制御部と
を備える、扉アセンブリ。
【請求項２３】
　前記扉は、ヒンジ式に取り付けられており、
　前記カバー部材は、前記扉に、前記第２面を前記扉の内側に向け、前記第１面を前記扉
の外側に向けた状態で取り付けられており、
　前記カバー部材は、前記扉を前記ヒンジの回転軸に垂直な方向に仮想的に２等分した２
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つの領域のうち、前記回転軸から遠い方の領域に配置される、
請求項２２に記載の扉アセンブリ。
【請求項２４】
　前記光学機器は、少なくとも１つの撮影部を含む、
請求項２２又は２３に記載の扉アセンブリ。
【請求項２５】
　前記光学機器は、少なくとも２つの撮影部を含む、
請求項２４に記載の扉アセンブリ。
【請求項２６】
　前記撮影部は、赤外線カメラである、
請求項２４又は２５に記載の扉アセンブリ。
【請求項２７】
　前記光学機器は、温度計測装置を含む、
請求項２２から２６のいずれかに記載の扉アセンブリ。
【請求項２８】
　前記扉は、冷蔵庫の扉である、
請求項２２から２７のいずれかに記載の扉アセンブリ。
【請求項２９】
　前記扉は、部屋の扉である、
請求項２２から２７のいずれかに記載の扉アセンブリ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、冷蔵庫や部屋の扉等に使用可能な、光学機器を覆うためのカバー部材に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、扉の前面に赤外線カメラが取り付けられた冷蔵庫を開示している。また
、この扉の前面には、赤外線カメラの隣に赤外線ＬＥＤも取り付けられている。この冷蔵
庫は、赤外線ＬＥＤから照射され、扉の前に立つユーザーの目で反射した赤外線を赤外線
カメラで検出し、これに基づいて判断されるユーザーの視線動作に応じて、自動で扉を開
くように制御される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－４０４２２号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、冷蔵庫の扉の前面に赤外線カメラや赤外線ＬＥＤ等の光学機器が埋め込
まれ、扉の表面部分に凹凸が生じると、冷蔵庫の意匠性が損なわれ得る。特に、特許文献
１のように、扉の前面に複数の光学機器が存在する場合には、この問題がより顕著になる
。また、この問題は、冷蔵庫の扉に限らず、各種装置の表面部分に光学機器が搭載される
場合全般に当てはまり得る。
【０００５】
　本考案は、冷蔵庫や部屋の扉等に使用可能な、光学機器が搭載される装置の意匠性を高
めることができるカバー部材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案の第１観点に係るカバー部材は、光学機器を覆うためのカバー部材であって、第
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１面と、前記第１面に対向する第２面とを有する板状の本体部を備える。前記本体部には
、互いに分離された複数の光透過領域が形成されている。前記複数の光透過領域は、各々
、前記第１面から前記第２面及び前記第２面から前記第１面の少なくとも一方の方向に光
を通過させる。なお、光学機器とは、光の作用及び性質を利用した機器の総称である。
【０００７】
　本考案の第２観点に係るカバー部材は、第１観点に係るカバー部材であって、前記複数
の光透過領域は、少なくとも前記第１面から前記第２面へ光信号が通過する信号取得領域
と、少なくとも前記第２面から前記第１面へ、前記光信号の信号強度を強めるための照明
光が通過する信号補助領域とを含む。
【０００８】
　本考案の第３観点に係るカバー部材は、第１観点又は第２観点に係るカバー部材であっ
て、前記本体部において前記複数の光透過領域以外の領域に積層される、可視光の通過を
遮蔽する遮蔽膜をさらに備える。
【０００９】
　本考案の第４観点に係るカバー部材は、第１観点から第３観点のいずれかに係るカバー
部材であって、前記本体部の前記第２面側に、前記光透過領域を前記第１面から前記第２
面へ通過した光信号を取得する前記光学機器を配置して使用される。
【００１０】
　本考案の第５観点に係るカバー部材は、第４観点に係るカバー部材であって、前記光学
機器は、撮影装置を含み、前記撮影装置は、赤外線カメラ、可視光カメラ、及びサーモグ
ラフィーカメラの少なくとも１つを含む。
【００１１】
　本考案の第６観点に係るカバー部材は、第５観点に係るカバー部材であって、前記撮影
装置は、前記光信号を取得し、前記光信号に基づいて映像を生成する撮影部と、前記撮影
部により取得される前記光信号の信号強度を強めるための照明光を発する光源とを有する
。
【００１２】
　本考案の第７観点に係るカバー部材は、第４観点から第６観点のいずれかに係るカバー
部材であって、前記光学機器は、温度計測装置を含み、前記温度計測装置は、非接触温度
センサー及びサーモグラフィーカメラの少なくとも１つを含む。
【００１３】
　本考案の第８観点に係るカバー部材は、第４観点から第７観点のいずれかに係るカバー
部材であって、前記光学機器は、赤外線式の測距センサーを含む。
【００１４】
　本考案の第９観点に係るカバー部材は、第１観点から第８観点のいずれかに係るカバー
部材であって、前記光透過領域において、前記第１面に垂直に入射する波長４μｍの光の
透過率が６０％以上である。
【００１５】
　本考案の第１０観点に係るカバー部材は、第１観点から第９観点のいずれかに係るカバ
ー部材であって、前記光透過領域において、前記第１面に垂直に入射する波長４．５μｍ
の光の透過率が３０％以上である。
【００１６】
　本考案の第１１観点に係るカバー部材は、第９観点又は第１０観点のいずれかに係るカ
バー部材であって、前記本体部の厚みは、２．０ｍｍ以下である。
【００１７】
　本考案の第１２観点に係るカバー部材は、第１１観点のいずれかに係るカバー部材であ
って、前記本体部の厚みは、１．５ｍｍ以下である。
【００１８】
　本考案の第１３観点に係るカバー部材は、第１観点から第１２観点のいずれかに係るカ
バー部材であって、前記第１面のビッカース硬さが、５５０ｋｇｆ／ｍｍ2以上である。
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【００１９】
　本考案の第１４観点に係るカバー部材は、第１観点から第１３観点のいずれかに係るカ
バー部材であって、前記本体部は、化学強化ガラスから構成される。
【００２０】
　本考案の第１５観点に係るカバー部材は、第１観点から第１４観点のいずれかに係るカ
バー部材であって、前記本体部の周縁部に取り付けられ、前記周縁部を保護する樹脂部材
をさらに備える。
【００２１】
　本考案の第１６観点に係るカバー部材は、第１観点から第１５観点のいずれかに係るカ
バー部材であって、冷蔵庫の扉に、前記第２面を前記冷蔵庫の内側に向け、前記第１面を
前記冷蔵庫の外側に向けた状態で取り付けられる。
【００２２】
　本考案の第１７観点に係るカバー部材は、第１６観点に係るカバー部材であって、前記
複数の光透過領域は、少なくとも前記第２面から前記第１面へ可視光が通過する、前記冷
蔵庫の外側から前記冷蔵庫の内側を目視で確認するための確認領域を含む。
【００２３】
　本考案の第１８観点に係るカバー部材は、第１観点から第１５観点のいずれかにに係る
カバー部材であって、部屋の扉に、前記第２面を室内側に向け、前記第１面を室外側に向
けた状態で取り付けられる。
【００２４】
　本考案の第１９観点に係るカバー部材は、第１６観点から第１８観点のいずれかに係る
カバー部材であって、前記光透過領域の曇りを防止する防曇部材をさらに備える。
【００２５】
　本考案の第２０観点に係るカバー部材は、第１９観点に係るカバー部材であって、前記
防曇部材は、前記本体部の前記第２面側に配置される。
【００２６】
　本考案の第２１観点に係るカバー部材は、第１観点から第２０観点のいずれかに係るカ
バー部材であって、前記本体部の前記第２面側に配置されるタッチパネルをさらに備える
。
【００２７】
　本考案の第２２観点に係る扉アセンブリは、第１観点から第３観点、第９観点から第１
５観点及び第２１観点のいずれかに係るカバー部材と、前記光学機器と、開口を開閉する
扉と、ロック機構と、制御部とを備える。前記光学機器は、前記本体部の前記第２面側に
配置され、前記光透過領域を前記第１面から前記第２面へ通過した光信号を取得する。前
記ロック機構は、前記開口に対し前記扉をロック及びロック解除可能に構成される。前記
制御部は、前記光学機器により取得された前記光信号に基づき、前記ユーザーの認証に成
功した場合には、前記ロック機構に前記扉のロックを解除させる。
【００２８】
　本考案の第２３観点に係る扉アセンブリは、第２２観点に係る扉アセンブリであって、
前記扉は、ヒンジ式に取り付けられている。前記カバー部材は、前記扉に、前記第２面を
前記扉の内側に向け、前記第１面を前記扉の外側に向けた状態で取り付けられている。前
記カバー部材は、前記扉を前記ヒンジの回転軸に垂直な方向に仮想的に２等分した２つの
領域のうち、前記回転軸から遠い方の領域に配置される。
【００２９】
　本考案の第２４観点に係る扉アセンブリは、第２２観点又は第２３観点に係る扉アセン
ブリであって、前記光学機器は、少なくとも１つの撮影部を含む。
【００３０】
　本考案の第２５観点に係る扉アセンブリは、第２４観点に係る扉アセンブリであって、
前記光学機器は、少なくとも２つの撮影部を含む。
【００３１】
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　本考案の第２６観点に係る扉アセンブリは、第２４観点又は第２５観点に係る扉アセン
ブリであって、前記撮影部は、赤外線カメラである。
【００３２】
　本考案の第２７観点に係る扉アセンブリは、第２２観点から第２６観点のいずれかに係
る扉アセンブリであって、前記光学機器は、温度計測装置を含む。
【００３３】
　本考案の第２８観点に係る扉アセンブリは、第２２観点から第２７観点のいずれかに係
る扉アセンブリであって、前記扉は、冷蔵庫の扉である。
【００３４】
　本考案の第２９観点に係る扉アセンブリは、第２２観点から第２８観点のいずれかに係
る扉アセンブリであって、前記扉は、部屋の扉である。
【考案の効果】
【００３５】
　本考案によれば、光学機器を覆うためのカバー部材に含まれる板状の本体部に、互いに
分離された複数の光透過領域が形成される。複数の光透過領域は、各々、少なくとも片方
向に光を通過させる。このようなカバー部材で各種装置に搭載された光学機器を覆う場合
には、装置の表面部分における光学機器の露出を防ぎつつも、必要な領域に選択的に形成
された光透過領域により、光学機器の機能が発揮される。よって、各種装置の表面部分に
おいて光学機器による凹凸を排除し、意匠性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】第１実施形態に係る冷蔵庫の正面図。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図。
【図３】第１実施形態に係る冷蔵庫の電気的な機能ブロック図。
【図４】（Ａ）は、カバー部材の周辺構成の正面図。（Ｂ）は、（Ａ）のＩ－Ｉ断面図。
（Ｃ）は、（Ａ）のＩＩ－ＩＩ断面図。
【図５】第２実施形態に係る部屋の扉の正面図。
【図６】第２実施形態に係る部屋の扉の電気的な機能ブロック図。
【考案を実施するための形態】
【００３７】
　以下、図面を参照しつつ、本考案の一実施形態に係るカバー部材について説明する。第
１実施形態は、これを冷蔵庫に適用した例について説明し、第２実施形態は、これを部屋
の扉に適用した例について説明する。
【００３８】
　＜１．第１実施形態＞
　＜１－１．冷蔵庫の全体構成＞
　図１に、本実施形態に係るカバー部材２を備えた冷蔵庫１の正面図を示し、図２に、図
１のＡ－Ａ断面図を示す。これらの図に示すとおり、カバー部材２は、冷蔵庫１の正面の
扉１１に取り付けられている。なお、以下の説明において、特に断らない限り、上下及び
左右は、図１の状態を基準に定義される。
【００３９】
　冷蔵庫１は、正面側に開口１０Ａを有するケーシング本体１０と、開口１０Ａを開閉す
る扉１１～１４とを有する。ケーシング本体１０は、略直方体形状であり、開口１０Ａは
、略矩形状である。扉１１及び１２は、ケーシング本体１０の正面上段に取り付けられて
おり、観音開き式に開口１０Ａを開閉する。扉１３は、ケーシング本体１０の正面中段に
取り付けられており、扉１１及び１２の下方において、引き出し式に開口１０Ａを開閉す
る。また、扉１４は、ケーシング本体１０の正面下段に取り付けられており、扉１３の下
方において、引き出し式に開口１０Ａを開閉する。扉１１及び１２、扉１３並びに扉１４
により開閉されるケーシング本体１０内の貯蔵空間は、互いに仕切られており、適宜、冷
蔵室、冷凍室、野菜室等の役割が与えられている。扉１１～１４は、いずれも略矩形状で
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ある。
【００４０】
　図２には、扉１１及び１２が閉じられた様子が実線で示されており、開かれた様子が破
線で示されている。同図に示すとおり、観音開き式の扉１１及び１２は、それぞれ、ケー
シング本体１０の左右の端部にヒンジ式に接続されている。すなわち、扉１１及び１２は
、それぞれケーシング本体１０の左右の端部に上下方向に沿って配置されるヒンジの回転
軸Ａ１周りを回動する。
【００４１】
　図３は、冷蔵庫１の電気的な機能ブロック図である。同図に示すとおり、冷蔵庫１は、
ケーシング本体１０内の貯蔵空間の温度制御を実現する冷媒サイクル及びその周辺部品（
以下、冷媒サイクル等ということがある）７を有する。冷媒サイクル等７は、圧縮器、凝
縮器、三方弁、送風機及び冷媒管等から構成される。また、冷蔵庫１は、冷媒サイクル等
７の動作を制御する制御部４を有する。制御部４は、ＣＰＵ、ＲＯＭ及びＲＡＭ等により
構成される。制御部４は、不揮発性で書き換え可能な記憶装置５に接続されている。
【００４２】
　冷蔵庫１は、扉１１～１４のロック機構６をさらに有する。ロック機構６は、制御部４
に接続され、電子制御される。ロック機構６は、制御部４からの指令に応じて、開口１０
Ａに対し各扉１１～１４をロック及びロック解除可能に構成されている。図２に示すよう
に、ロック機構６は、ケーシング本体１０及び扉１１～１４に取り付けられている。
【００４３】
　また、制御部４には、様々な光学機器３が接続されており、光学機器３の動作も、制御
部４により制御される。本実施形態では、冷蔵庫１は、光学機器３として、撮影装置３０
、測距センサー３３、及びタッチパネル３６付き液晶ディスプレイ３７を有する。本実施
形態のタッチパネル３６は、静電容量式である。
【００４４】
　本実施形態の撮影装置３０は、赤外線カメラである。撮影装置３０は、対象空間に向け
て赤外線を照射する光源３１を有する。また、撮影装置３０は、光源３１から照射され、
被写体で反射した赤外線を受光し、これに基づいて赤外線画像を生成する２つの撮影部３
２及び３２を有する。なお、ここでいう被写体とは、冷蔵庫１の正面に立つユーザーであ
る。制御部４は、２つの撮影部３２及び３２によりそれぞれ異なる方向から撮影された２
枚の赤外線画像を取得し、これら２枚の赤外線画像に基づいて、対象空間を３次的に表す
三次元画像を生成する。なお、光源３１がなくとも赤外線画像を撮影することは可能であ
るが、光源３１からの光は、被写体に対する照明光として働き、撮影部３２及び３２によ
り取得される光信号の信号強度を強めることができる。よって、光源３１が存在する場合
には、後述するユーザーの認証処理のような、撮影装置３０により撮影された画像に基づ
く制御部４の処理の精度を向上させることができる。
【００４５】
　本実施形態では、測距センサー３３も、赤外線式である。測距センサー３３は、対象空
間に向けて赤外線を照射する光源３４と、光源３４から照射され、被写体で反射した赤外
線を受光する受光部３５とを有する。測距センサー３３は、光源３４から照射された光と
、受光部３５で受光された光との位相差に基づいて、被写体までの距離を測定する制御回
路（図示されない）も有している。制御回路で測定された被写体までの距離のデータ（以
下、距離データという）は、制御部４に送信される。
【００４６】
　タッチパネル３６は、冷蔵庫１に対するユーザーからの操作入力を受け付けるユーザー
インターフェースである。液晶ディスプレイ３７は、ユーザーに対し各種情報を表示する
ユーザーインターフェースである。制御部４は、撮影装置３０、測距センサー３３及びタ
ッチパネル３６を介してそれぞれ取得される赤外線画像、距離データ及びユーザーからの
操作入力に基づいて、ユーザーの認証処理を行う。ユーザーの認証に成功した場合には、
ロック機構６に扉１１～１４のロックを解除させる。
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【００４７】
　正面の扉１１に取り付けられるカバー部材２は、以上の光学機器３を覆い、光学機器３
が冷蔵庫１の正面部分に露出するのを防ぐ。光学機器３は、カバー部材２の背面側に配置
され、カバー部材２は、冷蔵庫１の表面部分において光学機器３による凹凸を排除し、冷
蔵庫１の意匠性を高めることができる。
【００４８】
　カバー部材２は、扉１１をそのヒンジの回転軸Ａ１に垂直な方向に仮想的に２等分した
２つの領域のうち、同回転軸Ａ１から遠い方の領域に配置される。本実施形態では、カバ
ー部材２は、左側の扉である扉１１の右端に沿って、上下方向の略中央部分に配置される
。仮にカバー部材２を扉１１の回転軸Ａ１の近傍に配置した場合には、ユーザーが回転軸
Ａ１の近傍に立つことになるため、扉１１を開けたときに扉１１とユーザーとが接触する
虞がある。よって、本実施形態では、上記のとおり扉１１を配置することにより、このよ
うな接触を防ぐことができる。
【００４９】
　以下、カバー部材２の周辺構成について説明した後、冷蔵庫１により実行されるユーザ
ーの認証処理について説明する。
【００５０】
　＜１－２．カバー部材の周辺構成＞
　図４に、カバー部材２の周辺構成を示す。図４（Ａ）は、カバー部材２の正面図である
。また、図４（Ｂ）は、そのＩ－Ｉ断面図であり、図４（Ｃ）は、図４（Ａ）のＩＩ－Ｉ
Ｉ断面図である。図４（Ｂ）及び（Ｃ）には、カバー部材２の背面側に配置される光学機
器３も図示されている。
【００５１】
　図４に示すとおり、カバー部材２は、板状の本体部２０を有する。本体部２０は、本実
施形態では、一枚物の透明なガラス板である。以下、冷蔵庫１の貯蔵空間の外側を向く面
を第１面Ｔ１と呼び、第１面Ｔ１に対向し、冷蔵庫１の貯蔵空間の内側を向く面を第２面
Ｔ２と呼ぶ。第１面Ｔ１及び第２面Ｔ２は、本実施形態では略平坦な面を構成している。
本体部２０及びその第２面Ｔ２側に配置される光学機器３は、扉１１に埋め込まれるよう
に配置される。
【００５２】
　本体部２０は、化学強化ガラスから構成される。冷蔵庫１の正面に露出する第１面Ｔ１
に傷が付き、破損することを防止する観点からは、第１面Ｔ１のビッカース硬さは、５５
０ｋｇｆ／ｍｍ2以上であることが好ましく、５７０ｋｇｆ／ｍｍ2以上であることがより
好ましく、５８０ｋｇｆ／ｍｍ2以上であることがさらに好ましい。
【００５３】
　一般に、ガラス板は、その周縁部程、強度が弱く、破損の可能性が高い。よって、本体
部２０の周縁部には、これを保護するためのフレーム部材２５（図４参照）が取り付けら
れている。フレーム部材２５は、樹脂製である。フレーム部材２５は、本実施形態では、
本体部２０の全周に沿って配置される。
【００５４】
　図４に示すように、本体部２０には、互いに分離された複数の光透過領域２０Ａ～２０
Ｆが形成されている。この例に限定されないが、光透過領域２０Ａ～２０Ｄ及び２０Ｆは
、略円形であり、光透過領域２０Ｅは、略矩形状である。
【００５５】
　カバー部材２の第２面Ｔ２上には、光透過領域２０Ａ～２０Ｆ以外の領域全域において
、遮蔽膜２１が積層されている。遮蔽膜２１は、カバー部材２の第１面Ｔ１上に積層する
こともできるが、カバー部材２の外側表面の質感や光沢度を確保し、外側表面を傷つきに
くくする観点からは、第２面Ｔ２上に積層されることが好ましい。遮蔽膜２１は、可視光
の通過を遮蔽する膜であり、例えば、金属膜をスクリーン印刷することにより形成される
。なお、本実施形態では、遮蔽膜２１は、可視光だけでなく、赤外線も遮蔽する。一方で
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、光透過領域２０Ａ～２０Ｆは、各々、可視光及び赤外線の両方を第１面Ｔ１から第２面
Ｔ２及び第２面Ｔ２から第１面Ｔ１の双方向に通過させる。
【００５６】
　光透過領域２０Ａ～２０Ｃは、本体部２０の上部付近に概ね左右方向に一列に並んで配
置される。光透過領域２０Ｂは、光透過領域２０Ａの右側近傍に配置され、光透過領域２
０Ｃは、光透過領域２０Ｂの右側近傍に配置される。光透過領域２０Ａの第２面Ｔ２側に
は、上述した２つの撮影部のうちの一方の撮影部３２がその受光面を第２面Ｔ２側に向け
て配置され、光透過領域２０Ｃの第２面Ｔ２側には、他方の撮影部３２がその受光面を第
２面Ｔ２側に向けて配置される。光透過領域２０Ｂの第２面Ｔ２側には、光源３１がその
照射部を第２面Ｔ２側に向けて配置される。撮影部３２、光源３１及び撮影部３２も、概
ね左右方向に一列に並んで配置される。
【００５７】
　光透過領域２０Ａ及び２０Ｃは、第１面Ｔ１側から第２面Ｔ２側へ、撮影部３２及び３
２により取得される光信号としての赤外線を通過させる信号取得領域として機能する。一
方、光透過領域２０Ｂは、第２面Ｔ２側から第１面Ｔ１側へ、光源３１からの赤外線を通
過させる信号補助領域として機能する。光源３１からの赤外線は、撮影部３２及び３２に
より取得される光信号の信号強度を強めるための照明光として働く。
【００５８】
　光透過領域２０Ｄは、本体部２０の中央部のやや上方に配置される。光透過領域２０Ｄ
の第２面Ｔ２側には、測距センサー３３がその光源３４の照射部及び受光部３５の受光面
を第２面Ｔ２側に向けて配置される。
【００５９】
　光透過領域２０Ｄは、第１面Ｔ１側から第２面Ｔ２側へ、受光部３５により取得される
光信号としての赤外線を通過させる信号取得領域として機能する。同時に、光透過領域２
０Ｄは、第２面Ｔ２側から第１面Ｔ１側へ、光源３４からの赤外線を通過させる信号補助
領域として機能する。光源３４からの赤外線は、受光部３５により取得される光信号の信
号強度を強めるための照明光として働く。
【００６０】
　光透過領域２０Ｅは、本体部２０の中央部付近からやや下部にかけて配置される。光透
過領域２０Ｅの第２面Ｔ２側には、タッチパネル３６がその操作面を第２面Ｔ２側に向け
て配置される。タッチパネル３６のさらに背面側には、液晶ディスプレイ３７がその表示
面をタッチパネル３６側に向けて配置される。
【００６１】
　光透過領域２０Ｅは、第２面Ｔ２側から第１面Ｔ１側へ、液晶ディスプレイ３７から発
光される可視光を通過させる。すなわち、制御部４により液晶ディスプレイ３７上に再生
される映像は、光透過領域２０Ｅを通過してユーザーに視認可能となる。また、ユーザー
は、この映像を見ながら、光透過領域２０Ｅをタッチすると、その操作はタッチパネル３
６により検出され、その操作の内容は制御部４により認識される。
【００６２】
　光透過領域２０Ｆは、本体部２０の下部付近に配置される。光透過領域２０Ｆは、第２
面Ｔ２側から第１面Ｔ１側へ可視光を通過させる。光透過領域２０Ｆの第２面Ｔ２側には
空間が広がっており、冷蔵庫１の貯蔵空間まで障害物がない。よって、冷蔵庫１内の様子
がユーザーに視認され、光透過領域２０Ｆは、冷蔵庫１の外側から内側を目視で確認する
ための確認領域として機能する。すなわち、光透過領域２０Ｆは、覗き窓として機能する
。
【００６３】
　本体部２０の遮蔽膜２１が形成されていない領域、すなわち、光透過領域２０Ａ～２０
Ｆにおいては、第１面Ｔ１に垂直に入射する波長４μｍの光の透過率が、６０％以上であ
ることが好ましい。また、同透過率は、６５％以上であることがより好ましい。また、光
透過領域２０Ａ～２０Ｆにおいて、第１面Ｔ１に垂直に入射する波長４.５μｍの光の透
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過率は、３０％以上であることが好ましい。また、同透過率は、３５％以上であることが
より好ましく、４０％以上であることがさらに好ましい。なお、波長４μｍ～４.５μｍ
の光とは、赤外線である。よって、以上の数値範囲が満たされる場合には、光透過領域２
０Ａ～２０Ｄを通過した赤外線が光学機器３で信号処理され、さらにその結果が制御部４
で情報処理される際に、各処理の精度を向上させることができる。
【００６４】
　本体部２０の厚みは、その全面に亘り概ね一定である。光透過領域２０Ａ～２０Ｆの光
透過率を確保する観点からは、本体部２０の厚み（光透過領域２０Ａ～２０Ｆの厚み）は
、２．０ｍｍ以下であることが好ましく、１．５ｍｍ以下であることがより好ましく、１
．０ｍｍ以下であることがさらに好ましい。
【００６５】
　ところで、冷蔵庫１の内部と外部との温度差等が原因で、光透過領域２０Ａ～２０Ｆが
曇ることがある。そのため、図４（Ｃ）に示すように、ユーザーが拭き取りにくい本体部
２０の第２面Ｔ２側に、光透過領域２０Ａ～２０Ｄ及び２０Ｆの曇りを防止する防曇部材
２２が配置される。本実施形態の防曇部材２２は、第２面Ｔ２上に積層される防曇膜、又
は第２面Ｔ２上に張り付けられる防曇フィルムである。防曇部材２２は、本体部２０の第
２面Ｔ２全体に配置される必要はなく、本実施形態では、曇りが問題となり得る光透過領
域２０Ａ～２０Ｄ及び２０Ｆの第２面Ｔ２側にのみ、選択的に配置される。ただし、防曇
部材２２は、内部結露した水が垂れること等を防止するために、本体部２０の全面に取り
付けることが好ましい。なお、第２面Ｔ２に代えて又は加えて、本体部２０の第１面Ｔ１
側にも、同様に防曇部材２２を配置することができる。
【００６６】
　＜１－３．認証処理＞
　以上の冷蔵庫１により実行される認証処理について説明する。本実施形態の認証処理に
よる認証結果は、扉１１～１４のロックの解除に利用される。
【００６７】
　認証処理では、認証時に撮影装置３０により取得される情報が、予め登録されているユ
ーザーを認証するための情報（以下、ユーザー情報という）と照合される。ユーザー情報
は、ユーザーの操作を受けて制御部４により生成され、記憶装置５内に保存される。具体
的には、制御部４は、ユーザーからタッチパネル３６を介してユーザー情報の作成を指示
する操作入力を受け取ると、撮影装置３０を介してユーザーの特定の部位（典型的には、
顔や指紋）を撮影する。そして、このとき取得される２枚の赤外線画像からユーザーの特
定の部位を写す三次元画像を生成し、三次元画像からユーザーの特徴を表す特徴量を算出
し、これをユーザー情報として記憶装置５内に記憶する。
【００６８】
　ユーザー情報が登録された後は、適時、認証処理が実行される。まず、冷蔵庫１内にア
クセスしたいユーザーは、扉１１～１４を開けるべく、冷蔵庫１の正面に立つ。測距セン
サー３３は、短い時間間隔で距離データを測定しており、制御部４は、この距離データに
基づいて冷蔵庫１の正面の所定の範囲内に被写体が存在しているかを判定する。そして、
所定の範囲内に被写体が存在していると判定された場合には、制御部４は、撮影装置３０
を駆動し、被写体を三次元撮影する。こうして取得された三次元画像から、被写体の特徴
を表す特徴量を算出し、これを記憶装置５内に記憶されているユーザー情報と照合する。
照合の結果、両者が一致した場合には、冷蔵庫１の前に立っている被写体の認証が成功す
る。この場合、制御部４は、ロック機構６による扉１１～１４のロックを解除する。一方
、認証に失敗した場合には、ロック機構６による扉１１～１４のロック状態を継続させる
。このとき、認証に失敗したことを示す情報を、液晶ディスプレイ３７上に表示させるこ
とが好ましい。なお、扉１１～１４は、認証に成功した場合に自動的に開く自動扉とする
ことができる。このとき、制御部４は、開いた扉がユーザーに当たるのを防止するために
、測距センサー３３によりユーザーとの距離を計測し、この距離データに基づいて扉１１
～１４の開閉を制御することもできる。
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【００６９】
　＜２．第２実施形態＞
　図５に、第２実施形態に係るカバー部材２を備えた部屋の扉１０１の正面図を示し、図
６に、扉１０１の電気的な機能ブロック図を示す。これらの図に示すように、扉１０１は
、第１実施形態と同様に、カバー部材２、光学機器３、制御部４及び記憶装置５を有し、
さらに扉１０１をロック及びロック解除可能に構成されるロック機構６を有する。ただし
、第２実施形態では、図５に示すとおり、これらが部屋の扉１０１、例えば、建物の玄関
扉に取り付けられる。制御部４は、第１実施形態と同様に、扉１０１の前に立つユーザー
の認証処理を実行し、認証に成功した場合に、扉１０１のロックを解除する。
【００７０】
　カバー部材２は、第１面Ｔ１側を室外側に向け、第２面Ｔ２が室内側を向くように、扉
１０１に取り付けられる。本実施形態の扉１０１は、ヒンジ式に開閉され、扉１０１の本
体を回動させる回転軸Ａ２を有し、回転軸Ａ２に沿う扉１０１の辺に対向する辺の近傍に
取っ手１１２を有する。カバー部材２は、扉１０１を回転軸Ａ２に垂直な方向に仮想的に
２等分した２つの領域のうち、回転軸Ａ２から遠い方の領域に配置される。カバー部材２
は、取っ手１１２の近傍に配置される。よって、扉１０１を開こうとするユーザーの近傍
にカバー部材２が配置され、認証処理がスムーズに開始する。また、認証処理に成功した
場合に、ユーザーは取っ手１１２を操作して、扉１０１をスムーズに開くことができる。
【００７１】
　＜３．変形例＞
　以上、本考案の一実施形態について説明したが、本考案は上記実施形態に限定されるも
のではなく、その趣旨を逸脱しない限りにおいて、種々の変更が可能である。例えば、以
下の変更が可能である。また、以下の変形例の要旨は、適宜組み合わせることができる。
【００７２】
　＜３－１＞
　上記実施形態では、光学機器３として、撮影装置３０、測距センサー３３及び液晶ディ
スプレイ３７が使用された。しかしながら、光学機器３の例はこれに限られず、例えば、
光学機器３として、撮影装置３０、測距センサー３３及び液晶ディスプレイ３７の全部又
は一部に代えて、温度計測装置を使用することができる。温度計測装置としては、例えば
、赤外線式等の非接触温度センサー及びサーモグラフィーカメラの少なくとも一方を使用
することができる。温度計測装置により取得される被写体の温度のデータは、例えば、マ
スクを使用したり、写真をかざしたりすることによる成り済ましを避けるために、被写体
から人の皮膚の温度が検出されることを確認するために使用することができる。
【００７３】
　また、撮影装置３０は、赤外線カメラに限られない。撮影装置３０は、例えば、可視光
カメラであってもよいし、サーモグラフィーカメラであってもよい。また、撮影装置３０
に含まれる撮影部３２の数は特に限定されず、１つだけであってもよいし、３つ以上であ
ってもよい。撮影部３２が１つしかない場合には、三次元撮影ではなく、二次元撮影が行
われることになる。なお、撮影部３２が複数ある場合にも、三次元撮影ではなく、二次元
撮影が行われてもよいし、両方が行われてもよい。また、ここで例示した様々なカメラ及
びその他のカメラから選択される１又は複数のカメラを適宜組み合わせて、撮影装置３０
として使用することもできる。
【００７４】
　＜３－２＞
　本体部２０上における上述した光透過領域２０Ａ～２０Ｆの配置は、例示であり、適宜
構成することができる。例えば、撮影装置３０に対向する光透過領域２０Ａ～２０Ｃを左
右方向ではなく、上下方向に並べることもできるし、斜め方向に並べることもできる。
【００７５】
　＜３－３＞
　上記実施形態では、光透過領域２０Ａ～２０Ｆは、各々、可視光及び赤外線の両方を本
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体部２０の厚み方向の双方向に通過させた。しかしながら、光透過領域２０Ａ～２０Ｆの
少なくとも１つが、その機能に照らし、片方向にのみ光を通過させてもよいし、さらに可
視光及び赤外線の一方のみを通過させてもよい。例えば、第１実施形態の機能の例でいう
と、撮影部３２及び３２に対向する光透過領域２０Ａ及び２０Ｃは、赤外線のみを第１面
Ｔ１から第２面Ｔ２に向かう片方向にのみ、通過させるように構成してもよい。また、同
じく、第１実施形態の機能の例でいうと、覗き窓である光透過領域２０Ｆは、可視光のみ
を第２面Ｔ１から第１面Ｔ２に向かう片方向にのみ通過させるように構成してもよい。こ
のような領域は、ハーフミラーとして実現することができる。なお、ハーフミラーは、暗
い側から明るい側を見た場合に、向こう側を見ることができる。よって、ハーフミラーの
向こう側を覗く場合に、向こう側の空間を照明により明るく照らすことができるように構
成してもよい。例えば、冷蔵庫であれば、人は一般にその中身を他人に見られたくないと
いう心理が働く。よって、ユーザーの認証が成功した場合に、冷蔵庫内の照明をＯＮにす
るように制御し、ユーザーが覗き窓を介して冷蔵庫の中身を確認できるように構成するこ
ともできる。
【００７６】
　＜３－４＞
　上記実施形態では、ユーザーの認証結果は、冷蔵庫の扉１１～１４及び部屋の扉１０１
のロックの解除に利用された。しかしながら、ユーザーの認証結果は、制御部４により実
行される各種制御を許容する条件として適宜利用することができる。例えば、冷蔵庫１の
設定温度の変更操作を許容する条件として利用することもできる。
【００７７】
　＜３－５＞
　上記実施形態では、カバー部材２が玄関の扉及び冷蔵庫の扉に使用される例を示したが
、カバー部材２の用途はこれに限られない。例えば、ワインセラーの扉に使用することも
できる。また、カバー部材２は、扉の制御目的以外で使用される光学機器についても、こ
れを覆うべく、適宜使用することができる。
【符号の説明】
【００７８】
１　冷蔵庫
１０１　部屋の扉
２　カバー部材
２０　本体部
２０Ａ　光透過領域（信号取得領域）
２０Ｂ　光透過領域（信号補助領域）
２０Ｃ　光透過領域（信号取得領域）
２０Ｄ　光透過領域（信号取得領域、信号補助領域）
２０Ｅ　光透過領域
２０Ｆ　光透過領域（確認領域）
２１　遮蔽膜
２２　防曇部材
２３　フレーム部材（樹脂部材）
３　光学機器
３０　撮影装置
３１　光源
３２　撮影部
３３　測距センサー
３４　光源
３５　受光部
３６　タッチパネル
３７　液晶ディスプレイ
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Ｔ１　第１面
Ｔ２　第２面

【図１】 【図２】
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